
学院への援助と共に
尚絅誌が届きます。

尚絅学院後援会は、「尚絅誌の発行」と「学院への援助」を
　  行っている支援団体です。学院を応援してくださる
　　方ならどなたでもご加入いただけますので、
　　ご協力の程お願い申し上げます。

※9月のみ通常号・入募集特集号同時発行

手数料無料の振込用紙がございますのでご利用ください。

5月 7月 9月 12月 2月

2,000 02230-3-2116円／年
郵便振込口座NO

（年6冊 5回発送）

年 会 費 納入方法

　4月より里山再生プロジェクトがス
タートしました。毎月第二土曜日に整
備活動が行われており、うっそうと茂
る森をかきわけ、放置されていた枯木
の除去･整理や絡まったツタの伐採な
ど、わずか数時間の活動で雑然として
いた森が見違えるほどになります。まだ
まだ里山と呼べるには年月がかかりま
すが、手をかけた分だけ目に見えて変
化していく達成感、動植物とふれ合う
楽しさを味わうことができます。ライフ
スタイルの変化により、人が自然に働
きかける機会が少なくなっている昨今
ですが、「尚絅の森」で里山時間を過
ごしませんか？ （Ｙ・Ｙ）

※尚絅誌購読中の方で、氏名・住所等変更された場合は、ご連絡ください。
※記事を読んでの感想・懐かしい思い出のお写真、楽しい情報等もお待ちしています。
　お手紙・おハガキ・TEL・FAX・E-mailにてご連絡ください。

数年分をまとめてのお申し込みも、お待ちしております。

TEL022-381-3342   FAX022-381-3467
U R L：http://ap.shokei.jp/dk/
E-mail：koenkai@shokei.ac.jp

〒981-1295 宮城県名取市ゆりが丘4-10-1 
尚絅学院後援会
事　　務　　局

島岡　寿様（90歳）
（本科昭和18年卒業生）
6月6日逝去されました

小畑　允子様（77歳）
（大学事務部職員　遠藤可奈絵様ご祖母）
7月19日逝去されました

お問い合わせ 尚志祭実行委員会
TEL０２２-３８１-３５１８　Eメール shoshisai@yahoo.co.jp

　今年のテーマは「遖 APPARE」です。
今年の尚志祭は、去年までの尚志祭なら
ではの良い所を残しつつも、たくさんの
新しいことに挑戦する年にしたいと考え
ています。
　当日は、数多くの出店、お客様も参加
できる一般ステージや、子ども向け射的などの
ブース、お化け屋敷、中夜祭、花火等2日間を通して様々な
催しものを準備して、皆様の来場をお待ちしています!

尚 志 祭尚 志 祭

14：30 開場
15：00 開演　

10/16（日）

１０/１5（土）
開 会 式 10：00～10：30

一般公開 10：30～16：00

中 夜 祭 16：00～18：00

１０/１6（日）

一般公開 10：00～14：30

花 　 火 18：00～18：30

L I VE

日本人をターゲットにしたテロ行為、イギリスのEU離脱、景気の低迷自国の
利害優先のグローバル化など混迷を続ける世界情勢。エネルギー問題や国際
貢献をキーワードに中東情勢の専門家に学びます。

●朗読 ボランティア養成講座　●健康な暮らし講座
●朗読 宮沢賢治の世界　●転ばぬ先の杖探し

水口　章（敬愛大学　教授）

12月8日（木） 13時～14時30分

「2016年の国際情勢と日本人」

混迷を続ける国際情勢について中東の専門家に学ぶ混迷を続ける国際情勢について中東の専門家に学ぶ

10月4日（火）10月4日（火）
テーマ：決定版「雪国」の成立を探るテーマ：決定版「雪国」の成立を探る

講　　師

第1回

10月18日（火）10月18日（火）
テーマ：「雪国」作品を鑑賞するテーマ：「雪国」作品を鑑賞する第2回

11月1日（火）11月1日（火）
テーマ：「雪国」文芸懇話会とその周辺を探るテーマ：「雪国」文芸懇話会とその周辺を探る第3回

開講日時

場　所

場　所

テーマ

市民大学講座市民大学講座

時事講座時事講座

●英会話教室　●ハングル教室　●イタリア語教室　●書に親しむ
●アロマで癒し講座　●オカリナ

オープンカレッジオープンカレッジ

●ヨガ教室　　●レクダンス

●テニス　●バレーボール　●グランドゴルフ　●ウォーキング
●親子カラダづくり教室

スポーツクラブ絆スポーツクラブ絆
生涯学習センター･名取市増田

尚絅学院大学ゆりが丘C

開講場所：尚絅学院大学生涯学習センター／受講料：無料

田村　嘉勝 尚絅学院大学教授

尚絅学院大学図書館 セミナー室
火曜日 12時50分～14時20分

無料（先着50名まで）

講　師

場　所

時　間

受講料

「尚絅学院大学 市民大学講座」「尚絅学院大学 市民大学講座」
－viser la fin－（ヴィゼ･ラ･ファン）－目標をめざす－－viser la fin－（ヴィゼ･ラ･ファン）－目標をめざす－

みやぎ県民大学学校等開放講座2016みやぎ県民大学学校等開放講座2016

9月25日（日）14時～16時9月25日（日）14時～16時
講師：前田 有秀（本学子ども学科教員）／テーマ：紙皿シアターを作ろう!!講師：前田 有秀（本学子ども学科教員）／テーマ：紙皿シアターを作ろう!!

幼稚園教諭･保育士のための
リカレント講座2016
幼稚園教諭･保育士のための
リカレント講座20162016年度 後期講座のご案内

尚絅学院大学　生涯学習センター

所定の用紙に氏名・住所・電話番号を記入の上、郵送・FAXにて
お送りください。

尚絅学院生涯学習学習センター
〒981-1224 名取市増田1-1-15
TEL 022-381-1490／FAX 022-381-1491

申し込み方法

問い合わせ先

受講参加対象は保育者でなく
ても、子どもや子育て等に興
味のある方なら年齢問わず誰
でも参加できます。

第1回

10月30日（日）14時～16時10月30日（日）14時～16時
講師：佐々木 孝子（宮城教育大学教員）／テーマ：障害のある子どもとの関わり方講師：佐々木 孝子（宮城教育大学教員）／テーマ：障害のある子どもとの関わり方第2回

11月20日（日）14時～16時11月20日（日）14時～16時
講師：安藤 正樹（本学子ども学科教員）／テーマ：独楽回しで保育しよう!!講師：安藤 正樹（本学子ども学科教員）／テーマ：独楽回しで保育しよう!!第3回

2月18日（土）14時～16時2月18日（土）14時～16時
テーマ：保育現場で役立つパソコン講座テーマ：保育現場で役立つパソコン講座第4回

場　所：第1回～3回…ゆりが丘キャンパス、音楽リズム室
第4回…………ゆりが丘キャンパス

ヨガ教室

健康な暮らし講座

転ばぬ先の杖探し 遖遖APPAREAPPARE

伊藤　フジ子様（86歳）
（経営管理部・事務職員　伊藤和子様ご母堂）
8月2日逝去されました

髙橋　利様（85歳）
（経営管理部・事務職員　鈴木寿様ご岳父）
8月3日逝去されました

須藤　ハチヱ様（92歳）
（経営管理部・事務職員　吉谷正樹様ご祖母）
8月7日逝去されました

平井大 in 尚絅
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大学院総合人間科学研究科
「人間学専攻」来春開設!

学校行事報告、同窓会大学部会設立決起集会
同窓会コーナー

情報掲示板

今号の言葉

　　　はばたき
厚生労働省 健康局健康課栄養指導室 室長補佐／芳賀 めぐみさん

卒業生コラム

 教職員エッセイ  梅の花
大学事務職員／佐々木 未央

輝き 
幼稚園年長組

高等学校／県高総体優勝・弓道部
　　　　　　　　インターハイベスト３２

宗教主任からのメッセージ

vol.
509 

2016年（平成28年）
9月10日発行

尚絅とみんなをつなぐコミュニケーション誌
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社 会 問 題 の 解 決 に 積 極 果 敢 に 挑 む

「
人
間
学
専
攻
」
に
つ
い
て

大学院総合人間科学研究科

「人間学専攻」

人
間
心
理
学
科
　
学
科
長�

太
田  

健
児

　
尚
絅
学
院
大
学
に
い
よ
い
よ
第
三
番
目
の
大
学
院
が
誕
生
し

ま
す
。そ
の
名
は「
人
間
学
専
攻
」。こ
れ
ま
で
大
学
院
は
健
康

栄
養
科
学
専
攻
、心
理
学
専
攻（
専
門
職
大
学
院「
臨
床
心
理

コ
ー
ス
」設
置
）の
二
専
攻
で
し
た
が
、今
回
新
設
さ
れ
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人
間

学
専
攻
」は
、尚
絅
の
建
学
の
精
神「
他
者
と
共
に
生
き
る
」こ
と
、

つ
ま
り「
共
生
原
理
」を
高
度
且
つ
専
門
的
に
研
究
す
る
大
学
院

で
、哲
学
・
倫
理
学
、神
学
・
宗
教
学
、人
間
形
成
学（
教
育
学
理

論
や
教
育
哲
学
を
含
む
）、社
会
思
想（
経
済
学
理
論
や
経
済
倫

理
、社
会
学
理
論
や
社
会
学
史
な
ど
を
含
む
）と
いっ
た
学
問
分

野
か
ら
な
り
ま
す
。母
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
人
間
心
理
学
科
の

人
間
学
系
学
問
で
す
が
、現
代
社
会
学
科
の
教
員
も
参
加
し
て

い
ま
す
。つ
ま
り
人
間
心
理
学
科
以
外
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領
域
も
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学
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来
的
に
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て
い
く
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定
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で
す
。

　
英
語
は
も
ち
ろ
ん
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ブ
ラ
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語
、ギ
リ
シ
ャ
語
、ラ
テ
ン
語
、ド

イ
ツ
語
、フ
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語
と
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原
語
で
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献
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な
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ユ
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教
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ら
初
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ス
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教
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指
導
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き
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任
で
揃
っ
て
い
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の
は
東
北
の
大
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で

は
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あ
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れ
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人
間
学
専
攻
」の
大
き
な
強
み
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あ
り

誇
り
で
も
あ
り
ま
す
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た
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試
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関
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て
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回
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特
徴
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教
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推
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制
度
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入
し
て
い
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す
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教

主
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鑽
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ス
ト
教
徒
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現
代
は
、知
識
基
盤
型
社
会
で
あ
り
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョン

と
同
時
に
様
々
な
次
元
で
の
多
様
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進
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い
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と
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れ
て
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、高
度
な
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門
的
知
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高
度
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教
養
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土
台
と
し
て
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学
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修
了
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。
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「取得可能な資格」  
◦修士（学術）
◦教員専修免許状（注1）

　・中学校教諭社会科専修免許
　・高等学校教諭公民科専修免許
◦児童指導員（児童養護施設職員）（注2）

（注1）�専修免許状の教職課程は2017年申請予定です。ただし、文部科学省におけ
る審査の結果、予定している開設時期が変更となる可能性があります。

（注2）児童指導員は任用資格です。

「修了後の進路」  
◦国・地方自治体の公務員
◦初等・中等教育機関の教育関係者
◦児童指導員（児童養護施設職員）
◦一般企業の総合職
◦共助社会の構築を担う社会的企業�
　（ソーシャルビジネス）
◦国際社会・格差社会・貧困社会に関わるNPO・NGO
◦博士課程進学
◦キリスト教会関係・キリスト教指導者

来春
開設 !
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よ り 高 度 で 最 先 端 の 研 究 を 通 じ 様 々 な

SHOKEI GAKUIN UNIVERSITY G R A D U A T E  S C H O O L

教 育 方 針

アドミッション・ポリシー
（入学者受け入れの方針）

❶�人間についてより高度で総合的な研
究を深めたい者。

❷��人間の様々な問題に対応可能な分野
横断的な力量を身につけたい者。

❸��共生社会構築に向けた指導的役割
を果たすため高度で専門的な共生の
「原理」や「哲学」を学びたい者。

❹��キリスト教精神について深い造詣を
身に付けたい者。

❺��教員としての資質能力をさらに高め
たい者、教育関係職にあり学び直し
たい者。

教育課程の特徴
　「人間学専攻」の教育課程は、「特論科目」「演習科目」
「研究指導科目」の三科目区分で構成されています。ヘブラ
イ思潮、キリスト教思潮、近代思潮、現代思潮の科目により
人間の共生を巡る問題を歴史的に研究し、さらに人間共生
特論・演習、聖書学特論・演習、宗教学特論・演習、共生哲
学・共生思想特論・演習、人間存在特論・演習、社会経済思
想特論・演習の科目により人間の共生構築を文化的、社会
的視点から研究していきます。また同時に、研究倫理、学術
情報の収集、研究発表、研究論文作成等の指導も計画的、
体系的になされていきます。これらの科目構成によって、現
代の様々な人間の「共生」の問題を総合的かつ重層的に研
究し、「共生社会」を構築しうる人材の育成に教育課程の特
徴があります。

人間学専攻カリキュラム

ディプロマ・ポリシー
（学術修士授与の方針）

❶�キリスト教精神の深い造詣、高度な
幅広い教養、分野横断的な知見、高
い倫理性を有していること。

❷����人間の共生に関わる幅広い課題探
究、共生の原理を創出しうる力量を
有していること。

❸�共生社会を構築する一員として総合
的リテラシー（情報の解釈・分析・
考察・判断・表現の力量）を十分に
有していること。

※�ディプロマ・ポリシーは、「人間学専攻」に
おいて養成する人材像を表しています。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程編成の方針）

❶�学位授与に相応する幅広く深い学
識及び研究能力を修得できる科目
群を体系的に構成。

❷���学修課題をコースワークとして体系
的に履修する必修科目・選択科目、
特論科目・演習科目を適切に編成。

❸�学術情報の適切な収集と分析、�
研究論文・修士論文の完成、評価の
高い学会発表、以上を可能とする
「特別研究」を設置。

❹��高い研究倫理が身につくよう万全
に配慮された各指導。　

必修科目 授業科目

1
年
次

［特論科目］
人間共生特論

［演習科目］
人間共生演習Ⅰ

［
研
究
指
導
科
目
］　
特
別
研
究

［特論科目］
ヘブライ思潮
キリスト教思潮
近代思潮
現代思潮
聖書学特論
宗教学特論
共生哲学・共生思想特論
人間存在論特論
社会経済思想特論

［演習科目］
聖書学演習Ⅰ
宗教学演習Ⅰ
共生哲学・共生思想演習Ⅰ
人間存在論演習Ⅰ
社会経済思想演習Ⅰ

2
年
次

［演劇科目］
人間共生演習Ⅱ

［演習科目］
聖書学演習Ⅱ
宗教学演習Ⅱ
共生哲学・共生思想演習Ⅱ
人間存在論演習Ⅱ
社会経済思想演習Ⅱ

※詳細はHPをご覧下さい。

03

SHOKEI Vol.509

SHOKEI509-特集_六[02-03].indd   3 2016/09/01   10:29



　私はかつて「どうして自分と他人は考

えていることが違うんだろう」と不思議

に感じていました。当たり前のことなの

ですが、お互いをよく知る家族や友人

でも、考えや感じ方が違うということが

不思議だったのです。人間関係に悩む

子どもと関わる機会が多かったこともあ

り、次第にコミュニケーションについて

深く考えるようになりました。

　そんなある日。「隣の人は異文化」と

いう友人の一言にはっとしました。異文

化理解という言葉は海外の人とのコミ

ュニケーションについて用いますが、

年齢や性別、国籍などが同じ身近な人

でも、自分とは違う考えや感じ方、つまり

“異文化”を持っていて、理解し尊重し合

うことが大切だと気づきました。

　そのように考えると視点が変わり、気

持ちよくコミュニケーションをとるため

のヒントも見えてきました。私なりの考

えですが、アイコンタクト、笑顔、挨拶は

必要不可欠。次に相手の“文化”、つま

り考えや気持ちに耳を傾けて聴いた上

で、自分の考えも伝えること。コミュニ

ケーションという言葉の原義は「共有

すること」だそうですが、自分と他人が

違うことを恐れず、心を閉ざさず、オー

プンマインドで伝えることで、良い関係

を築くことができると考えています。

　私は現在、ボランティア活動や国際

交流に挑戦する学生と関わっています。

学生が様々な経験や人との関わりを通

じて“異文化”に触れ、“異文化”を通し

て自分を見つめ、世界を広げていける

ように支えていきたいと思います。

「隣の人は異文化？」

幼 稚 園 年 長 組
Vol.8

厚生労働省　健康局健康課栄養指導室　室長補佐

芳賀　めぐみさん
１９８８年　尚絅学院大学女子短期大学部家政科　卒業

［ 卒業生コラム ］

vol.43

ゆ　 り
　体を動かすことが大好きで、お部屋でも外でも元気いっ

ぱい遊んでいます。「～する人この指とまれ～」の声で仲間

が集まり、氷おにやサッカー、リレー、ハンターごっこなど

色々な遊びが始まります。時々けんかもするけれど、それ

も大きな経験となっています。小さい組と一緒にダンスを

踊ったり、手裏剣や紙飛行機の作り方を教えてあげる優し

い姿も見られます。

　年長組として、これからも仲間と協力して、小さい組を

引っ張っていってほしいと思います。

ば 　ら
　ばら組の子ども達は、年長組・幼稚園のリーダーとして、

日々張り切っているクラスです。

　外で遊ぶことが大好きです。お天気がよい日は、泥んこ

遊び、だんご虫を捕ったり、友だちと誘い合ってサッカー

の勝負、鉄棒の練習等、夢中になって遊んでいます。

　また、楽しいアイデアいっぱいで、先日はみんなで「流

しそうめん」を企画・実行しました。

　これからも友だちとのつながりを大切に、いろんなこと

にチャレンジしていってほしいです！

ゆり組担任　田中館真実　　ばら組担任　清野正恵

短大で学んだ専門分野を究めて
キャリアアップ! 「天職」を大事にしつつ
自分らしさも忘れずに

１.�尚絅卒業後どのような経過をたどり
現在の仕事に就きましたか？

　短大の食物栄養専攻を卒業後、委託給食会社の栄養

士、その後、宮城県津山町で管理栄養士として１４年間働き

ました。津山町では、住民一人ひとりの暮らしに寄り添う保

健活動を通して、専門職として、人として多くのことを学び、育て

てもらいました。尚絅学院大学の新設に伴い、津山町を退職し、健

康栄養学科の教員として管理栄養士養成や栄養学研究を５年間行っ

た後、厚生労働省に入省しました。

２.�現在の仕事内容とやりがいを感じる時を�
お聞かせ下さい。　

　現在は、栄養指導室長補佐として、健康・栄養政策に関する企画・調整

等を行っています。具体的には、栄養士法や調理師法に基づく専門職種

の養成、健康増進法に基づく食事摂取基準の策定や国民健康・栄養調査

の実施など、国民の健康づくりや栄養状態の改善に関する業務全般です。

どの業務も長い歴史と多くの人々の努力の上に成り立っているので、そう

した「知」や「力」を大切にしつつ、今後の社会全体を見据えた栄養政策

を実現していくことの責任とやりがいを感じています。

３.尚絅生へコメントを！�
～自分らしさと仕事～

　「自分は何がしたいのか」と「自分に何ができるのか」。前者は、自分と

向き合うこと。後者は、客観的に自分をみること（尊敬する人物や友人、勉

強や仕事の成果など自分以外の目を通して自分をみる）。言い換えると「想

い」と「現実」の組み合わせで、これが「自分らしさ」と言えるかもしれません。

だとしたら、「自分らしさ」は、努力や経験によって日々進化していくだろ

うから、いま自分の目の前にある仕事が自分らしい仕事、すなわち「天職」

なんだろうと思って、日々向き合って一生懸命取り組むことにしています。

1988年　　尚絅女学院短期大学 家政科卒業
1999年　　日本女子大学家政学部　卒業
2008年　　 石巻専修大学大学院理工学研究科 

博士後期課程修了（理学）
1988年以降 大日本給食株式会社、宮城県津山町役場、

尚絅学院大学教員を経て
2009年　　厚生労働省入省、栄養系技官として勤務中

vol.43教職員エッセイ

大学事務職員

佐々木 未央

梅の花

デスクワーク中

国際会議での休暇時間のひとこま

合同クッキング　流しそうめん

年長組全員集合
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私
た
ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、

朝
起
き
て
、自
力
で
必
死
に
働
き
、

夜
疲
れ
て
眠
り
に
つ
く
と
い
う
も

の
で
す
。
し
か
し
、必
死
に
働
い
た

と
し
て
も
、
や
る
べ
き
こ
と
が
終

わ
ら
ず
、
寝
て
い
る
暇
な
ど
な
い

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

聖
書
の
舞
台
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
で

は
、一
日
は
夕
暮
れ
か
ら
始
ま
り
、

朝
は
残
り
の
一
日
の
始
め
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
リ
ズ
ム
と

は
真
逆
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
こ

に
は
神
こ
そ
が
ま
ず
私
た
ち
の
寝

て
い
る
間
に
働
か
れ
、世
界
を
整

え
て
下
さ
る
と
い
う
神
へ
の
信
頼

に
基
づ
い
た
平
安
の
あ
る
生
活
リ

ズ
ム
が
あ
る
の
で
す
。

　

９
月
よ
り
後
期
、残
り
の
一
年

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

生
活
の
う
え
に
神
様
の
導
き
と
支

え
が
豊
か
に
あ
る
こ
と
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

宗教主任から
の

メッセージ

田所義郎

③

8
月
19
日（
金
）

中
高
新
体
育
館
竣
工
式

と
旧
体
育
館
閉
館
式

　

2
0
1
3
年
末
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た

校
舎
新
築
工
事
も
終
盤
を
迎
え
る
中
、

新
体
育
館
竣
工
式
及
び
旧
体
育
館
閉
館

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
工

事
関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、ま
た
一
つ
の

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
在
校
生
を
支
え
続

け
た
体
育
館
が
解
体
さ
れ
る
寂
し
さ
は

あ
り
ま
す
が
、生
徒
た
ち
の
新
し
い
教
育

活
動
の
場
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
は
大
き

な
希
望
で
す
。
今
後
、年
内
を
め
ど
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
が

整
備
さ
れ
、す

べ
て
の
計
画

が
終
了
す
る

予
定
で
す
。
祈

り
と
共
に
、そ

の
時
を
静
か

に
待
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
経
営
管
理
部　

総
務
課　

鈴
木 

美
和
）

学
院

7
月
8
日（
金
）

ス
イ
カ
割
り

　

7
月
8
日
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
楽
し

み
に
し
て
い
た
ス
イ
カ
割
り
を
し
ま
し

た
。
大
き
い
ス
イ
カ
を
目
の
前
に
、「
で

っ
か
〜
い
!
」「
や
っ
た
〜
!
」
と
大
興
奮

の
子
ど
も
た
ち
。
一
人
ず
つ
目
隠
し
を

し
て
、
棒
を
握
り
し
め
、
慎
重
に
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
き
ま
す
。
周
り
で
は
応
援

グ
ッ
ズ
を
手
に
、
気
合
を
入
れ
て
仲
間

を
応
援
。
棒
が
当
た
っ
て
少
し
ヒ
ビ
が

入
る
と
、「
あ
と
少
し
!!
」
と
さ
ら
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
割
っ
た

ス
イ
カ
は
お
い
し
さ
も
格
別
、
何
度
も

お
か
わ
り
を
し
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

（
幼
稚
園
教
員　

田
中
館 

真
実
）　

7
月
13
日（
水
）〜
14
日（
木
）

お
泊
ま
り
会

　

7
月
13
・
14
日
、
年
長
組
は
幼
稚
園

で
お
泊
ま
り
会
を
し
ま
し
た
。「
ま
だ

か
な
あ
〜
」と
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
や
、

「
ド
キ
ド
キ
す
る
〜
」
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
不

安
な
子
、
様
々
な
気
持
ち
を
胸
に
当
日

ま
で
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
夜
ご
は

ん
の
メ
ニ
ュ
ー
や
、
寝
る
場
所
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
、

グ
ル
ー
プ
や
係
決
め
を
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
当
日
、
大
荷
物
を
持
っ
て

元
気
い
っ
ぱ
い
に
や
っ
て
き
た
子
ど
も

た
ち
。
陶
芸
活
動
に
、
水
遊
び
、
夕
食
の

カ
レ
ー
作
り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

な
ど
張
り
切
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。
バ

ス
の
運
転
手
さ
ん
、
大
学
の
先
生
方
や

子
ど
も
学
科
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
な

ど
多
く
の
方
々
の
支
え
の
中
で
、
2
日

間
仲
間
と
共
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
泊
ま
り
会

を
終
え
て
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
達

成
感
と
満
足
感
で
、
逞
し
く
変
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
今
後
も
、
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
幼
稚
園
教
員　

田
中
館　

真
実
）

幼
稚
園

各学校からの
お知らせ

情報
掲示板

梅雨の晴れ間の多かった今年は
外でのイベントも天候に恵まれ
大いに盛り上がりました

泣
き
な
が
ら

夜
を
過
ご
す
人
に
も
、

喜
び
の
歌
と
共
に

朝
を
迎
え
さ
せ
て

く
だ
さ
る
。

�

（
詩
編
30
編
６
b
節
）
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

7
月
7
日（
木
）

中
₁ ・天
文
台
学
習

　

７
月
７
日
に

天
文
台
学
習
が

あ
り
ま
し
た
。

今
の
季
節
に
見

え
る
夏
の
大
三

角
形
や
天
川
の

し
く
み
、地
球
・

太
陽
を
含
む
太

陽
系
の
外
に
あ
る
様
々
な
銀
河
系
な
ど

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
宇
宙
か

ら
見
た
地
球
の
姿
で
日
本
以
外
に
も
た

く
さ
ん
の
国
が
光
を
出
し
て
い
て
、と

て
も
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、そ

れ
は
街
の
光
が
夜
空
を
明
る
く
し
本
来

き
れ
い
で
あ
る
星
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
問
題
だ
と
知
り
驚
き
ま
し
た
。

自
分
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

必
要
以
上
に
リ
ビ
ン
グ
の
電
気
を
つ
け

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生

活
を
し
て
い
る
か
ら
夜
空
も
き
れ
い
に

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、他
の
問
題

も
出
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

（
１
年　
奥
田 

う
ら
ら
）

6
月
11
日（
土
）〜
12
日（
日
）

中
総
体

　

6
月
11
日
、
12
日
に
、
仙
台
市
中
総

体
が
青
葉
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
出
場
し
た
団
体
戦
ダ
ブ
ル
ス
は

0
対
2
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
個
人
戦
シ

ン
グ
ル
ス
は
、
1
回
戦
は
五
橋
中
に
、
2

回
戦
は
上
杉
山
中
に
ど
ち
ら
も
2
対
0

で
勝
利
し
ま
し
た
。
3
回
戦
は
附
属
中

に
敗
退
し
、
青
葉
区
ベ
ス
ト
16
で
し
た
。

私
が
対
戦
し
た
相
手
は
全
部
3
年
生
だ

っ
た
の
で
勝
っ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
と

迷
い
ま
し
た
が
、
試
合
は
一
回
し
か
な
い

の
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
し
た
。
勝
て

た
と
き
に
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
ま
で
指
導
し
て
く
れ
た
方
々
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た

応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

（
2
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

小
林 

美
緒
）

7
月
4
日（
月
）〜
8
日（
金
）

中
２・職
場
体
験

　

7
月
4
日
か
ら
5
日
間
、
私
た
ち
は

職
場
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
は「
ホ

テ
ル
白
萩
」
に
行
き
、
そ
こ
で
学
ん
だ

事
は
、お
も
て
な
し
の
心
を
も
つ
事
で
す
。

小
さ
な
心
遣
い
を
大
切
に
し
、
お
客
様

を
常
に
一
番
に
考
え
喜
ば
せ
る
事
が
大

切
で
す
。
お
皿
や
グ
ラ
ス
ふ
き
な
ど
の

地
道
な
作
業
が
あ
る
事
も
特
徴
で
し
た
。

一
つ
一
つ
丁
寧
に
同
じ
作
業
を
す
る
事

は
大
変
で
飽
き
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
ホ
テ
ル
の
方
々
は
お
客

様
の
笑
顔
が
見
ら
れ
れ
ば
十
分
と
お
っ

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
一
生

懸
命
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
素
敵
な
職
場

で
し
た
。
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
自

分
に
合
っ
た
人
々
の
役
に
立
つ
よ
う
な

職
場
を
探
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
2
年　

櫻
井 

凛
）

中
学
校

平
和
を
考
え
る
月
間

　

７・
８
月
は
平
和
を
考
え
る
月
間
と

し
て
、今
年
も
全
員
で
平
和
七
夕
の
運

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
和
学
習
は

聖
書
の
授
業
で
行
わ
れ
、中
学
１
年
生

は
、総
合
学
習
の
一
つ
と
し
て
、近
隣
に

あ
る
防
空
壕
の
見
学
を
し
、仙
台
空
襲

を
体
験
さ
れ
た
方
の
お
話
を
聞
い
た
り
、

同
窓
生
の
手
記
を
読
ん
だ
り
す
る
機
会

も
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、７
月
22
日

に
は
、新
校
舎
で
初
め
て
の
平
和
祈
願

礼
拝
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仙
台
川
平
教
会
の
大
沼　
隆
氏
を
お
迎

え
し
、ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
15
章
か
ら

「
主
に
あ
る
平
和
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
礼
拝
堂
に
は
、全
校

生
が
平
和
を
願
い
な
が
ら
折
っ
た
約

１
０
４
０
０
羽
の
折
り
鶴
を
つ
な
い
だ

26
本
の
鶴
チ
ェ
ー
ン
が
飾
ら
れ
、平
和
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
宗
教
部
主
任　
齊
藤 

直
美
）

※ 

中
学
2
年
生
は
、
職
業
に
対
し
て

の
意
識
を
持
ち
、
将
来
の
進
路
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ホ
テ
ル
・
ス
ー
パ
ー
・

老
人
ホ
ー
ム
等
の
職
種
に
分
れ

て
職
場
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

6
月
22
日（
水
）

防
災
避
難
訓
練

　

中
高
で
は
年
に
2
回
の
防
災
避
難
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
前
期
中
間
考

査
最
終
日
に
化
学
室
で
の
火
災
発
生
を

想
定
し
た
防
災
避
難
訓
練
を
国
見
消
防

署
員
の
立
ち
合
い
の
も
と
に
実
施
し
ま

し
た
。
全
校
生
徒
の
避
難
に
加
え
て
、

新
校
舎
で
の
緊
急
放
送
・
避
難
経
路
の

確
認
や
教
職
員
に
よ
る
通
報
訓
練
も
あ

わ
せ
て
行
な
い
ま
し
た
。
全
校
生
徒
の

避
難
は
約
15
分
間
で
完
了
し
、
静
か
に

ス
ム
ー
ズ
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
消
防
署
員
の
方
よ
り
講
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
避
難
訓
練
後
は
初
期
消
火

の
訓
練
を
行
い
、
生
徒
た
ち
は
消
火
器

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。（

総
務
部
主
任　

松
宮 

正
樹
）

中
学
校
・
高
等
学
校

バドミントン部女子

個人戦
シングル
ベスト16
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■
個
人
戦
結
果

○
硬
式
テ
ニ
ス

・
女
子
個
人　
佐
藤
芽
維　
ベ
ス
ト
16

○
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

・
男
子
個
人　
フ
ル
ー
レ

　
　
　
　
　

    

川
﨑　
陸　
ベ
ス
ト
８

・
男
子
個
人　
エ
ペ

　
　
　
　
　

    

川
﨑　
空　
ベ
ス
ト
16

7
月
23
日（
土
）7
月
30
日（
土
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

7
月
に
中
学
校
、
高
等
学
校
そ
れ
ぞ

れ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
例
年
以
上
の
参
加

申
し
込
み
が
あ
り
、
尚
絅
学
院
へ
の
期

待
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
校
門
を

く
ぐ
っ
た
時
に
は
緊
張
で
堅
く
な
っ
て

い
た
児
童
・
生
徒
た
ち
も
、
尚
絅
生
に

囲
ま
れ
、
触
れ
合
い
、
尚
絅
の
雰
囲
気

を
体
験
す
る
に
つ
れ
、
い
つ
の
ま
に
か

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
生
徒
が
素
晴
ら
し

い
、
感
動
し
た
」
と
い
う
保
護
者
の
声

が
と
て
も
多
く
、
生
徒
の
明
る
い
笑
顔

と
積
極
的
な
姿
が
、
好
印
象
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、

ま
た
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（
入
試
広
報
部
）

７
月
18
日（
月
・
祝
）・
23
日（
土
）

合
唱
部・定
期
演
奏
会
＆

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
共
演

　

私
に
と
っ
て
最
後
の
定
期
演
奏
会
は

改
め
て
素
敵
な
仲
間
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

先
生
方
に
支
え
ら
れ
、部
員
全
員
が
作

り
上
げ
た
と
て
も
良
い
演
奏
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
23
日
に

は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ッ
ク・
ア
ン
サ
ン

ン
ブ
ル
の
方
々

と
共
演
さ
せ
て

頂
き
、今
ま
で
に

な
い
緊
張
感
や

達
成
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
指
揮

者
の
高
原
さ
ん

に
も
ご
指
導
し
て
頂
き
、本
当
に
素
晴

ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
っ
た

先
生
方
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

（
前
部
長　
柳
瀬 

そ
ら
）

高
校
総
体
に
出
場
し
て

運
動
部
長　

鈴
木 

野
生

　

私
は
尚
絅
で
３
年
間
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
学
校
に
は

コ
ー
ト
が
な
か
っ
た
た
め
、
市
営
コ
ー

ト
で
の
数
少
な
い
練
習
は
集
中
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
部
長
の
私
は
部

員
を
ま
と
め
る
事
に
苦
労
し
ま
し
た

が
顧
問
の
先
生
や
部
員
の
お
陰
で
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
高
総
体
は
、
緊
張
も
あ
り
ま

し
た
が
何
よ
り
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
ず

に
臨
み
ま
し
た
が
、
悔
い
の
残
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
で
頑
張

っ
て
き
た
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

で
き
た
試
合
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
部
活
で
３
年
間
過
ご
せ
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

6
月
4
日（
土
）〜
6
月
6
日（
月
）

高
校
総
体

高
総
体
・
中
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
終
え
て

弓
道
部
3
年　

佐
藤 

有
莉
佳

　

弓
道
部
は
、６
月
３
日
〜
５
日
の
３
日

間
の
県
高
総
体
で
女
子
団
体
優
勝
、
私

も
個
人
戦
で
優
勝
し
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
イ
ン
ハ
イ
が

決
ま
っ
て
か
ら
は
最
初
、ど
ん
な
練
習
が

良
い
か
分
か
ら
ず
模
索
し
な
が
ら
の
練

習
で
し
た
。
が
、八
戸
遠
征
で
出
会
っ
た

志
村
先
生
か
ら
様
々
な
事
を
学
び
、チ
ー

ム
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
出
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
ハ
イ
は
団
体
ベ

ス
ト
32
・
個
人
第
７
位
と
い
う
結
果
で
し

た
。
決
し
て
満
足
と
言
え
る
結
果
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、

支
え
て
下
さ
っ
た
方
の
お
陰
だ
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
等
学
校

剣道部 女子団体

ベスト
8

バレーボール部 女子団体

第3位 優勝
インターハイ

ベスト３２

■
女
子
団
体　

　

県
総
体
優
勝

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ
ス
ト
32

■
女
子
個
人　

　

佐
藤
有
莉
佳�

県
高
総
体
優
勝

　

�

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
第
7
位

　
小
幡
海
瑞�

　
県
高
総
体
第
5
位

弓道部 女子団体
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

水
曜
日

学
長
企
画

「
白
熱
の
６
限
目
」

　

6
月
か
ら
水
曜
日
17
時
50
分
、
つ
ま

り
6
限
目
に
該
当
す
る
時
間
に
教
員
が

一
人
、
10
分
程
度
の
話
題
提
供
を
し
て
、

学
生
、
教
員
入
り
交
じ
り
自
由
に
議
論

を
交
わ
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
、

名
づ
け
て「
尚
絅
ス
ク
エ
ア
」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
合
田
学
長
の
発
案
で
そ
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
教
員
で
結
成
さ
れ
た

「
チ
ー
ム
合
田
」（
鳥
羽
、
東
、
相
馬
、
マ

ー
チ
ー
、
木
村
、
黄
、
阿
留
多
伎
、
太
田

の
各
教
員
）は
、
学
生
が
主
体
的
に
身
を

乗
り
出
す
、
学
生
た
ち
が
他
学
科
の
先

生
方
の
学
問
に
触
れ
る
、
先
生
方
同
士

6
月
26
日（
日
）

環
境
構
想
学
科

　
　
環
境
マ
ル
シ
ェ

　

6
月
26
日（
日
）サ
ン
モ
ー
ル
一
番
町

商
店
街
で
環
境
構
想
学
科
主
催
『
来
て
、

見
て
、
さ
わ
っ
て
、
楽
し
め
る
「
環
境
マ

ル
シ
ェ
」』
を
開
催
し
ま
し
た
。
企
業
や

団
体
に
、
自
分
た
ち
が
行
っ
て
い
る
環

境
に
か
か
わ
る
活
動
内
容
を
紹
介
し
て

も
ら
い
、
社
会
で
い
か
に
多
く
の
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
か
、
い
か
に
様
々

な
方
面
で
知
ら
れ
て
い
な
い
取
り
組
み

が
あ
る
か
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お

大
　
学

う
と
い
う
企
画
で

す
。
20
名
以
上
の

学
生
た
ち
が
各
ブ

ー
ス
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。
体
験

型
ブ
ー
ス
で
は
害

獣
駆
除
で
捕
ら
れ

た
鹿
角
の
加
工

や
、
書
い
た
絵
が
エ
コ
な
島
を
作
り
出

す
ア
プ
リ
の
体
験
、
製
材
現
場
で
出
る

廃
材
を
利
用
し
て
は
が
き
を
作
成
し
た

り
、
布
の
リ
メ
イ
ク
製
品
の
紹
介
な
ど
、

見
て
、
さ
わ
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
高
校
生
が
環
境

に
か
か
わ
る
学
び
を
パ
ネ
ル
紹
介
す
る

ブ
ー
ス
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
が
緊
張
し

た
面
持
ち
で
自
分
た
ち
の
研
究
や
活
動

を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
時
期
で
し
た
が
、
お
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
来
年
も
同
様
の
時
期
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

（
環
境
構
想
学
科
教
員　

鳥
羽 

妙
）

の
議
論
に
学
生
が

巻
き
込
ま
れ
る
未

体
験
ゾ
ー
ン
な
ど

な
ど
の
ア
イ
デ
ィ

ア
や
コ
ン
セ
プ
ト

で
計
画
を
練
り
、

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

は
相
馬
先
生
で
開

始
さ
れ
た
。
絵
か

ら
何
が
読
み
取
れ
る
か
?
人
工
知
能
は

人
類
を
幸
せ
に
す
る
の
か
?
尚
絅
の
森

に
生
息
す
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は〝
凶
暴

注
意
〟か
？
〟プ
ー
さ
ん
〟か
?
な
ど
な

ど
興
味
津
々
の
話
題
提
供
が
続
く
。
学

生
も
各
学
科
・
各
学
年
か
ら
集
い
く
つ

ろ
ぎ
な
が
ら
も
活
発
に
議
論
し
、
合
田

学
長
自
ら
も
学
生
・
教
員
と
活
発
に
議

論
し
、
第
6
回
目
は
佐
々
木
理
事
長
・
学

院
長
も
お
見
え
に
な
る
な
ど
、
白
熱
の

度
合
い
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

（
人
間
心
理
学
科
教
員　

太
田 

健
児
）

高
３・ク
ラ
ス
司
会
礼
拝

　

ク
ラ
ス
司
会
礼
拝
は
、高
校
3
年
生

が
尚
絅
で
の
学
び
を
神
様
に
感
謝
し
て

捧
げ
る
礼
拝
で
す
。
私
は
、こ
れ
ま
で

下
級
生
と
し
て
ク
ラ
ス
司
会
礼
拝
に
参

加
す
る
中
で
、少
な
か
ら
ず
衝
撃
を
受

け
て
き
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
が
担
当
す
る
学
年
に
な
り

不
安
や
期
待
な
ど
様
々
な
気
持
ち
は
あ

り
ま
し
た
が
、ク
ラ
ス
皆
が
心
を
合
わ

せ
、良
い
礼
拝
を
捧
げ
た
い
と
い
う
思

い
で
取
り
組
む
こ
と
で
、成
功
に
導
か

れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
礼
拝
を
通
し

て
、自
分
た
ち
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

後
輩
た
ち
が「
衣
錦
尚
絅
」を
体
現
す
る

「
尚
絅
生
」を
感
じ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
そ
し
て
、こ
の
ク
ラ
ス
司
会
礼
拝

と
い
う
尚
絅
の
良
き
伝
統
を
、新
校
舎

に
お
い
て
も
一
年
一
年
積
み
重
ね
、引
き

継
い
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
3
年　
今
野 

力
）
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7
月
6
日（
水
）

子
ど
も
学
科 

Ｏ
Ｋ
バ
ジ
＆
桜
井
ひ
ろ
子

講
演
会
開
催

　

標
記
講
演
会

が
、7
月
6
日（
水
）

5
Ｂ
講
義
室
で
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
、「
ネ
パ
ー

ル
の
子
育
ち
・
村

育
ち
〜
自
立
を
目

指
す
支
援
と
は
〜
」

で
し
た
。「
子
育

て
・
村
育
て
」と
言

わ
な
い
と
こ
ろ
に
講
演
者
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
参
会
者
の
多

く
が
感
じ
取
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
お

二
人
の
言
葉
の
端
々
に
、
人
々
の
、
子
ど

も
た
ち
の
自
立
、
発
達
を
支
え
よ
う
と

す
る
強
い
信
念
と
確
信
を
見
る
思
い
が

し
ま
し
た
。
参
会
者
そ
れ
ぞ
れ
が
静
か

に
深
く
思
考
を
巡
ら
せ
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
原
点
」、「
保
育
の
原
点
」と
い

う
べ
き
も
の
に
つ
い
て
改
め
て
問
い
直
す

機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
子
ど
も
学
科
教
員　

小
松 

秀
茂
）

7
月
7
日（
木
）

宗
教
部
主
催
コ
ン
サ
ー
ト

「
バ
ッ
ハ
の
先
駆
者
た
ち
」

　

去
る
7
月
7
日
に
「
バ
ッ
ハ
の
先
駆

者
た
ち
」
と
題
し
て
室
内
楽
の
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
演
者
は
日

本
に
お
い
て
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
界
で
第
一

人
者
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
寺
神
戸
亮

さ
ん
、
同
じ
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
戸
田

薫
さ
ん
、
昨
年
に
引
き
続
き
ヴ
ィ
オ
ラ
・

ダ
・
ガ
ン
バ
の
上
村
か
お
り
さ
ん
、
オ
ル

ガ
ン
の
今
井
奈
緒
子
さ
ん
の
4
名
で
し

た
。
2
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
ヴ
ィ
オ
ラ
・

ダ
・
ガ
ン
バ
の
響
き
が
加
わ
り
、
そ
の
弦

楽
器
の
響
き
が
オ
ル
ガ
ン
で
支
え
ら
れ
、

大
変
上
質
な
そ
し
て
し
な
や
か
で
滑
ら

か
な
音
楽
が
礼
拝
堂
一
杯
に
響
き
ま
し

た
。
学
生
の
参
加
も
得
て
、
大
変
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
関
係
各
位

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
学
宗
教
部
長　

佐
藤 

淳
一
）

7
月
23
日（
土
）・
8
月
6
日（
土
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

in
Sum

m
er

７
月
8
日（
金
）

人
間
心
理
学
科

「
ほ
め
プ
ロ
へ
の
道
」

　
心
理
学
の
研
究

成
果
を
社
会
に
役

立
て
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う

か
？ 

こ
ん
な
小

さ
な
疑
問
か
ら
、

人
間
心
理
学
科
の

教
員
を
中
心
と
し

た
〝
ほ
め
プ
ロ
へ
の
道
〟
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の

2
年
間
、学
会
な
ど
で
成
果
発
表
を
行

い
つ
つ
、そ
の
道
の
プ
ロ
を
お
呼
び
し

た
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
く

た
め
の
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
7

月
に
は「
マ
レ
ー
シ
ア
で
学
ん
だ
世
界

で
使
え
る
ほ
め
こ
と
ば
」と
題
し
た
2

回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。
尚
絅
学
院
大
学
と
い
え
ば
ほ
め

研
究
の
最
前
線
と
い
え
る
よ
う
に
、こ

れ
か
ら
も
継
続
的
に
企
画
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
人
間
心
理
学
科
教
員　
池
田 

和
浩
）

　

今
年
は
7
月
23
日（
土
）・
8
月
6
日

（
土
）の
2
日
に
わ
た
り
、夏
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と

も
に
晴
天
に
恵
ま
れ
、
昨
年
の
参
加
者

数
を
大
き
く
上
回
る
1
，1
0
0
名
以

上
の
高
校
生
・
保
護
者
の
方
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
学
に
興
味
を
も
っ

て
来
校
さ
れ
る
参
加
者
に
本
学
の
良
さ

を
知
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、今

年
は
学
科
ご
と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
や

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、入
試
対
策
講
座
を

開
催
。
学
科
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら

し
た
企
画
で
、
在
校
生
や
卒
業
生
と
の

懇
談
会
、
体
験
授
業
も
充
実
し
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、多
く
の
学
生
が

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

事
前
準
備
か
ら
当
日
運
営
そ
し
て
後
片

付
け
ま
で
、率
先
し
て
活
躍
し
て
く
れ

ま
し
た
。
生
き
生
き
と
し
た
大
学
生
の

姿
に
、近
い
将
来
の
自
分
を
重
ね
て
キ
ャ

ン
パ
ス
生
活
に
胸
膨
ら
ま
せ
た
高
校
生

も
数
多
く
い
る
の
で
は
？
と
思
わ
せ
る

働
き
ぶ
り
で
し
た
。

（
入
試
広
報
課
長　

小
島 

里
美
）
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

◆
ぶ
ど
う
の
会
「
聖
書
に
学
ぶ
会
」
報
告

　

私
達
「
ぶ
ど
う
の
会
」で
は
発
足
以
来
、

毎
年
「
聖
書
に
学
ぶ
会
」
を
開
催
し
て
聖

書
に
親
し
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
年
は
７

月
11
日
（
月
）
梅
雨
の
晴
れ
間
、
緑
豊
か

な
尚
絅
学
院
大
学
に
建
つ
エ
ラ
・
オ
ー
・

パ
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ム
に
、
深
田
寛
牧
師
を

お
迎
え
し
て
讃
美
歌
を
歌
い
、
先
生
の
講

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
湖
上
歩
行
」
と
題
し
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る

福
音
書
６
章
10
～
21
節
を
基
に
し
た
説
教

で
し
た
。
そ
の
頃
の
時
代
背
景
に
触
れ
な

が
ら
「
イ
エ
ス
は
何
人
な
の
か
」い
ろ
い
ろ

な
視
点
か
ら
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
新
し

い
知
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

爽
や
か
な
風
の
吹
く
静
寂
な
中
で
、
熱

く
想
い
を
込
め
て
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
深

田
先
生
と
参
加

し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
感
謝

致
し
ま
す
。
来

年
は
も
っ
と
多

く
の
方
々
と
共

に
、
感
動
を
分

か
ち
合
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

�

（
ぶ
ど
う
の
会

代
表　

小
泉 

睦
子
）

◆
八
三
会（
墓
前
礼
拝
）報
告

　

8
月
3
日
、恒
例
の
「
八
三
会
」が
北
山

輪
王
寺
キ
リ
ス
ト
教
墓
地
に
て
、
同
窓

生
、学
院
関
係
者
多
数
が
集
い
行
わ
れ
た
。

ブ
ゼ
ル
先
生
生
誕
1
5
0
年
、
没
後
80
年

の
年
。
仙
台
ホ
サ
ナ
教
会
牧
師
の
長
尾
厚

志
先
生
よ
り
「
主
と
共
に
働
く
」の
講
話

を
拝
聴
。
墓
地
に
眠
る
ブ
ゼ
ル
先
生
を
取

り
囲
む
よ

う
に
建
つ

没
故
者
。

そ
の
墓
石

名
と
ブ
ゼ

ル
先
生
と

の
関
り
の

話
を
伺
い
、

先
生
の
教

育
愛
を
新

た
に
知
り

感
慨
深
い

墓
前
礼
拝

で
し
た
。

（
本
部
役
員　

宍
戸 

弥
生
）

◆
幹
事
会
報
告

　

八
三
会
後
、
会
場
を
中
高
会
議
室
に
移

し
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
島
副

会
長
の
進
行
に
よ
り
工
夫
を
凝
ら
し
た

各
支
部
活
動
や
本
部
行
事
の
連
絡
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
学
院
長
は
じ
め
先
生

方
よ
り
学
院
の
近
況
報
告
を
聞
き
心
が

元
気
に
な
り
、
名
誉
会
長
で
あ
る
佐
々
木

学
院
長
の
「
同
窓
会
が
活
発
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
学
院
の
力
に
な
る
」の
お
言
葉

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
一
時
で

し
た
。

（
本
部
役
員　

内
海 

奈
保
子
）

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

◆
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内

●
日
時�

10
月
8
日
（
土
）
14
時
30
分
～

●
場
所�

中
学
校
・
高
等
学
校
礼
拝
堂

●
出
演�

大
学
・
子
ど
も
学
科
教
授

　
　
　

  　
　
　
　
　

  

佐
藤
淳
一

　
　
　

  

中
学
校
・
高
等
学
校
合
唱
部

◆
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
の
ご
案
内

●
日
時�

11
月
26
日
（
土
）
13
時
～

●
場
所�

中
学
校
・
高
等
学
校
礼
拝
堂

●
会
費�

5
0
0
円
（
菓
子
代
等
）

★
お
問
合
せ
：
同
窓
会
事
務
局

　
0
2
2
‐
2
6
4
‐
5
8
3
0

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

7
月
9
日（
土
）

表
現
文
化
学
科

名
取
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

ミ
ニ
公
演

　

表
現
文
化
学
科
の
専
門
科
目
「
表
現

文
化
特
別
演
習
」で
は
、
7
月
9
日（
土
）

に
学
生
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
名
取

こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
よ
る
「
音
楽

劇
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
の
ミ
ニ
公

演
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、

P
B
L
の
一
環
と
し
て
、
学
生
が
舞
台

監
督
補
、
音
響
、
照
明
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、

会
場
演
出
、
広
報
と
い
っ
た
役
割
を
担

当
し
、
公
演
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を

行
な
う
と
い
う
も
の
で
す
。
当
日
は
、

1
0
0
名
を
超
す
お
客
様
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
と
て
も
活
気
の
あ
る
公
演
と

な
り
ま
し
た
。
高
い
表
現
力
に
よ
る
感

動
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作
り
上
げ
て

く
れ
た
名
取
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

子
ど
も
た
ち
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
表
現
文
化
学
科
教
員　

廣
瀬 

愛
）

　

2
0
0
3
年
4
月
に
男
女
共
学
尚
絅
学
院
大

学
が
開
学
し
、2
0
1
6
年
3
月
に
10
期
生
の
卒

業
生
を
送
り
だ
し
ま
し
た
。
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
で
活
躍
を
し
て
い
ま
す
が
、卒
業
生
た
ち
が
懐

か
し
く
母
校
を
訪
問
し
、在
学
時
の
友
人
た
ち
と
交

流
す
る
機
会
を
持
て
易
く
す
る
た
め
に〝
大
学
同
窓

会
〟が
必
要
で
す
。
同
窓
会
設
立
に
よ
っ
て
、卒
業
生

と
母
校
の
関
係
を
密
に
し
て
、卒
業
生
に
は
こ
れ
か
ら

の
大
学
と
学
院
の
発
展
の
た
め
に
色
々
な
分
野
で
協

力
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、後
輩
た
ち
の
就

職
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。こ

の
度
、10
期
生
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
こ
と
を
機

に
、2
0
1
6
年
度
学
院
事
業
計
画
の一つ
と
し
て
、

〝
大
学
同
窓
会
〟（
正
式
に
は
「
学
院
同
窓
会
大
学

部
会
」
と
称
す
る
）を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
、学
院
長
の
下
に（
尚
絅
学

院
大
学
卒
業
生
の
事
務
職
員
を
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
す
る
）設
立
準
備
委

員
会
を
設
置
し
、ま
ず〝
設
立
決
起
集
会
〟を
7
月
23
日
に
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
て
、そ
の
日
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
卒
業
生
が
集
ま
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
来
ま
し
た
。一
番
丁
の「
森

の
パル
ク
」
を
借
り
切
っ
て
開
催
さ
れ
た

決
起
集
会
に
は
64
名
の
卒
業
生
が
参

集
し
、合
田
学
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続

き
、
直
ち
に
学
院
同
窓
会
大
学
部
会

の
設
立
が
宣
言
さ
れ
、初
代
部
会
長
に

健
康
栄
養
学
科
卒
業
の
濱
田
俊
夫
氏

を
選
出
し
、加
え
て
副
部
会
長
、総
務
、

企
画
担
当
の
6
名
の
役
員
も
指
名
さ

れ
ま
し
た
。
懇
親
会
は
菊
地
学
院
同

窓
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
に
始
ま
り
、懐

か
し
い
旧
友
や
先
生
方
、職
員
と
の
交

流
で
大
い
に
盛
り
上
り
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
は
、活
発
な
大
学
同
窓
会
に
な
る
と

確
信
で
き
た一日
で
し
た
。

（
学
院
長　

佐
々
木 

公
明
）

同窓会大学部会設立決起集会
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